
 
 
 
 

 

 

愛知大学東亜同文書院大学記念センターでは本学の前身ともいえる 1901 年に上海に設立された東亜同文書院大学に

関する資料と、愛知大学に関する資料を常設展示しております。このたび、東亜同文書院大学に関する研究について 2006

年に採択された文部科学省の「学術高度化推進事業（オープン・リサーチ・センター）」に続き、2012 年「私立大学戦略的研

究基盤形成支援事業」に採択されました。 

当センターでは、1912 年 5 月 7 日に建築され、今年で実に 100 年を迎えた愛知大学公館の特別展を開催いたします。 

洋風建築である愛知大学公館の歴史の変遷と、それにまつわる様々なエピソード、そして公館を題材にした絵画をご紹介い

たします。なお、6 月 2 日（土）および 6 月 9 日（土）には、記念センターの研究員によるギャラリートーク（大学記念館にて）と

築 100 年の愛知大学公館の見学会を開催いたします。皆様お誘いのうえ、ぜひお越しください。 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛知大学公館 特別展 
―築後 100 年の洋風建築をめぐって― 

愛知大学東亜同文書院大学記念センター 

〒441-8522  愛知県豊橋市町畑町１－１  

※豊橋鉄道渥美線愛知大学前駅下車すぐ 

TEL （0532）47-4139  FAX （0532）47-4196 

お
問
い
合
せ 

 

日時 平成24年 6月2日（土）、6月9日（土） 

時間 14：00～15：00 
場所 愛知大学公館 

（高師石塚町。渥美線『愛知大学前』下車。徒歩約10分） 

※駐車スペースがございません。お車でのご来場はご遠慮下さい。 

※見学会終了後大学記念館の見学ご希望の方は16：30まで見学可。 

※公館内への入場はスリッパが必要となります。各自ご用意下さい。 

入場無料  どなたでもご自由にご参加下さい 

 

期間 平成24年 6月 2日（土）～7月 28日（土） 

時間 10：00～16：00 （日・月曜日、祝日は休館） 

場所 愛知大学豊橋キャンパス内 大学記念館 

※6月2日（土）と6月9日（土）は大学記念館内にてギャラリートークを開催い

たします。ギャラリートークは研究員による解説です。（両日ともに 13：00か

ら。約30分程度です） 

※東亜同文書院大学と愛知大学に関する常設展も同時開催しております。 
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(この看板が目印です) 

■開催スケジュール   ■愛知大学付近地図 
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 愛知大学公館とは― 

 愛知大学豊橋キャンパスからほど近い場所にある愛知大学公 

館は、1912（明治 45・大正元）年 5月に陸軍第十五師団長官 

舎として建設され、今年で 100年を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知大学公館内部 
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―特別展示― 

 大 学 記念 館 内の特別 展 示室 では、愛 知大 学 公館に関する特別 展 示会を 
実施 しています。ぜひ足をお運び下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 
 
 
 

―愛 知 大 学 内 の大 学 記 念 館 では常 設 展 も開 催 しています― 

 

 

 

 

 

 

1917（大正 6）年に師団長となった久邇宮
く に のみ や

邦彦
くによし

王の娘である

良子
な が こ

女王（のちの昭和天皇皇后）も、ここで少女時代の一時期

生活されました。1925（大正 14）年に第十五師団が廃止された

後は、陸軍教導学校・予備士官学校長の官舎などに使われまし

たが、1946（昭和 21）年に愛知大学が創立されてからは、学長

はじめ教職員の住宅として、その後は外来教員の宿舎として二

十数年前まで使用されていました。 

現在は老朽化のため使用されていませんが、洋室と和室を巧

みに折衷した造りとなっているこの建物には、シャンデリアや

暖炉などが残っており、レトロな雰囲気を今に伝えています。 

1950（昭和 25）年、愛知大学公館接収に際し本間喜一愛大学長（当時）が 

ＧＨＱ名古屋民政部に宛てた請願書の草稿（一部分） 

愛知大学や前身の東亜同文書院大学をはじめ、

中国の革命家・孫文に関する豊富な資料を常設

展示しています。 


